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研究成果の概要（和文）：女性の就業と密接に関連した男性の働き方や子どもの育児・教育の在り方に焦点をあ
て分析した。共稼ぎ夫婦の場合、妻の家事労働は平日に負担が重く、夫の長時間労働を是正し、家事労働の一部
を外注すれば軽減できる可能性がある。父親の長時間労働の軽減は、仕事と生活の調和から父親が子どもと過ご
す時間を増やし、夫婦の家事分担時間を変えて母親の育児負担を軽減し、母親の就労を促進する可能性がある。
女性は加齢に伴い妊孕性が低下するが、そうした妊娠知識に乏しい40代女性は将来子どもを持てる可能性を高く
見積もっているため、妊孕性の知識を啓蒙することで、社会全体の少子化に歯止めをかける一助にできる可能性
がある。

研究成果の概要（英文）：This empirical study presents three main findings in Japan. First, among 
dual-earner couples, wives are performing a significant share of housework on weekdays while 
husbands are not, and wives experience higher spousal satisfaction when helped on weekdays. Second, 
while mothers working full-time spend less time with children’s homework than non-fulltime, fathers
 compensate for some of this lost quality time though not making up all lost quality time. Fathers 
working over 60 hours/week spend less time with children, and if less working hours, it may help 
mothers reduce their time with children, thereby facilitating mothers' labor market participation. 
Third, among married women of early 40s without children, those without knowing fertility decline 
with age, their subjective probability of having children are 10% higher. Realizing fertility 
patterns accurately, it would make women more forthcoming to have children before turning 40.
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１．研究開始当初の背景 
日本の年少・生産年齢人口は今後ますます減
少する中、女性が就労と出産・子育てを両立
できる社会制度を構築することは、女性の自
己実現はもとより日本経済の成長のために
も今後ますます重要になってくる。しかし、
日本で女性が働く際には様々な困難が存在
する。そのため、多くの女性が仕事と結婚・
出産との両立に困難を感じており、自分の希
望する子ども数をかなえていない。加えて、
結婚や出産などのライフ・イベントを機に女
性が労働市場から退出している状況である。
従って、女性だけでなく、女性の就業と密接
に関連している男性の働き方や子どもの育
児・教育の在り方にも焦点をあてた研究をす
る必要がある。 
 
２．研究の目的 
社会調査「くらしと仕事の調査」、及び、「く
らしと仕事に関する学生パネル調査」など、
豊富なパネル調査を活用して、女性の活躍促
進に資する実証分析を行なう。具体的には、
①男性の働き方が、家事育児分担の在り方と
夫婦の自己実現・生活満足度へ及ぼす影響の
分析、②女性の就業と、子どもの教育との関
連についての考察、③女性の妊孕性は加齢と
ともに低くなるという知識の普及状況と、未
婚者増加や晩婚化・晩産化の進展との関連の
解明に取り組む。これらの分析結果に基づい
て、女性活躍推進に対してエビデンスに基づ
く有効性の高い新たな視点や方向性を提示
し対応する政策の立案に寄与する。 
 
３．研究の方法 
本研究においては、女性の就業と密接に関連
している男性の働き方や子どもの育児・教育
の在り方に焦点をあて、社会調査「くらしと
仕事の調査」、「くらしと仕事に関する学生パ
ネル調査」などの豊富なパネル情報を活用し
て実証分析を行った。 
 
４．研究成果 
社会調査「雇用と子育てに関するパネル調
査」、「くらしと仕事に関する学生パネル調
査」などの調査を用いて主に下記の研究を推
進した。 
 
配偶者の働き方と夫婦満足度 
専業主婦の場合、夫が週末に家事の分担割合
を高めると、妻の夫に対する満足度は高まる。
しかし、就業している妻の場合は、平日に家
事分担割合を高めると、妻の夫に対する満足
度は高まる。そのため、 日本の共稼ぎ夫婦
にとって、家事労働は、とくに平日において
より負担であり、夫の長時間労働を減らした
り、家事労働の一部を家庭外に求める（外注
する）ことによって軽減できる可能性がある。 
そのような変革によって、結婚している女性
がさらに労働市場に参入するのを支援でき
る可能性がある。 

 
親の働き方と子どもの教育 
親の働き方と子どもの家庭教育との関係、と
りわけ、就業している母親と専業主婦の母親
とを比較して、母親と父親が子どもと「充実
した交流時間」を過ごしているかを分析した
結果、母親がフルタイムで働いている場合に
は母親が子どもの勉強を見る頻度は下がる
が、それを補うように父親が子どもの勉強を
見る頻度が高くなっている。しかし、子ども
の勉強を見る頻度は、母親が子どもの勉強を
見る頻度が下がる分を父親がある程度補っ
てはいるが、両親の合計では減少しており、
完全には補っていない。父親が長時間労働の
場合、子どもの勉強をみる頻度、及び、共に
食事をする回数が少ない。従って、父親が長
時間労働を是正し仕事と生活の調和を図る
ならば、父親が家事・育児に時間をかけるこ
とができるとともに、夫婦の分担時間が変わ
って母親の育児負担を軽減させることにな
り、母親の就労を促進することにつながる可
能性がある。 
 
妊娠知識が出産に対する主観的期待に与え
る影響 
女性の妊孕性は、年齢が高くなるほど低下す
る。加齢とともに女性の妊孕性が低くなると
いう知識（特に、女性は 30代と比べて 40代
の受胎率は低くなるという知識）の理解度に
よって、子どもを持つ主観的期待確率に違い
があるかどうかを分析した。その結果、子ど
もがいない 40 代前半の女性、及び、その年
齢の配偶者をもつ男性のグループは、正しい
妊娠知識がある人より、正しい妊娠知識がな
い人のほうが、生涯にわたり子どもを持つで
あろうと思っている主観的期待確率が、10％
程度高いことがわかった。このことは、妊娠
についての正しい知識の普及により、妊娠適
齢期に子どもを産むことを啓蒙することで、
子どもを持つことができる夫婦が増え、結果
として、日本社会全体の少子化に歯止めをか
ける一助となる可能性があることを示唆し
ている。 
 
中年女性の介護と就業 
50代女性が親（義理の親を含む）の介護に従
事する場合、その女性の就業行動がどの程度
の影響を受けるのかを分析した。この分析を
進めるにあたって、特に注目した就業行動の
変数は、就業の有無、週の労働時間、及び、
週に働く日数である。このような研究は、欧
米諸国においては蓄積されているが、日本に
おいては少ないのが実情である。50代女性の
就業の分析結果によると、親の介護にあたる
ことによって、50代女性が就業する可能性は
若干減るが、彼女たちが就業している場合の
週の労働時間や、週に働く日数には変化がな
いということが明らかになった。欧米におい
ては、そのような場合は、就業の可能性に変
化はないが、働く時間は減るという分析結果



がある。従来から、日本の 50 代女性の平均
的な週の労働時間は、欧米の同世代の女性よ
りも短い。そのために、こうした一面からみ
ると、日本の 50 代女性は、欧米と比べた場
合、就業と介護を両立しているようにみえる。 
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